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研究背景と目的  色素増感太陽電池は、製造工程が簡便で低コストでの作製が期待でき、またプ

ラスチック基板を用いることにより、軽量化や柔軟性を確保することが可能である。しかし、プ

ラスチックを基板に用いた場合、400~500 度での加熱処理による TiO2粒子間のネッキング形成を

行うことが出来ない。そこで我々は、その代替策として 150 度以下の低温加熱と同時に圧力を印

加するホットプレス法により、粒子同士のネッキング形成を行い、変換効率の向上を図ってきた。

しかしながら印加温度が 80度を超えると、TiO2膜表面が部分的に剥離し性能が低下することが問

題となっていた。そこで本研究では、TiO2 光電極の剥離なしでより高温でのネッキング形成を行

うことを目的に、TiO2光電極表面に剥離することを前提とした TiO2からなる保護層を形成し、そ

の効果を検証した。保護層を導入することにより、ホットプレス時に TiO2光電極自身の剥離を防

ぐことが期待できる。 

実験方法 TiO2粒子(P25)を用い作製したペーストで、ドクターブレード法により ITO/PET基板上

に TiO2膜を成膜し、室温において 90MPa の加圧を行った。その後、形成した TiO2膜の上に同様

の手法で保護層の TiO2膜を形成し、80 度と 100 度で加熱しながら 90MPa での加圧を行い、ネッ

キング形成を行った 2 種類のサンプルを作製した。色素に N719、対極に Pt を用い色素増感太陽

電池を作製し、入射光強度 100mW/cm
2、測定面積 0.16cm

2の条件下で特性の比較を行った。 

実験結果 図１に保護層の導入あり、なしの場合の太陽電池の光照射時の電流電圧特性を示す。

保護層なしの試料では印加温度 100度のサンプルは 80度加熱のものに比べ短絡電流密度が低下す

る。一方で保護層ありのサンプルでは 100 度で処理したものは短絡電流密度が増加し、変換効率

も向上することを確認した。詳細は当日発表する。 

 

 

 

 

Temp. 

[℃] 

JSC 

[mA/cm2] 

VOC [V] F.F. Eff [%] 

Without 

protective 

layer 

80 9.85 0.674 0.591 3.92 

100 7.82 0.701 0.517 2.83 

With 

protective 

layer 

80 9.72 0.667 0.559 3.63 

100 11.40 0.674 0.542 4.17 Figure.1 J-V characteristics of dye-sensitized solar 

cells with and without a protective layer. 

Table.1 Device performance of dye-sensitized solar 

cells with and without a protective layer. 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

29a-B4-7

05-012


